「がんばれ ドンキー！」　3月16日2008年　ペニンスラ教会　パームサンデー礼拝
きょうは、ロバの子ドンキーくんのお話しをしま～す。はじまりはじまり～！

1． あれ～ドンキーくん、どうして悲しそうな顔をしてるの？

「ボクはチビで、ノロマで、何の役にも立たないロバの子なんだ･･･。だからそれがとっても悲しいんだ･･･」

２．「友達のロバ雄くんは、とっても力持ち。筋肉ムキムキで、何だって持つことが出来るんだよ。だから、大きな荷物を運ぶことが出来るし、色々な人を乗せて、どこまでだって行くことが出来るんだ。

３．「ロバ子ちゃんは、とってもお料理が上手なんだ。ロバ子ちゃんが作る料理で、みんな大喜び。だからロバ子ちゃんは、とっても人気者さ。」

４．「ロバ雄くんやロバ子ちゃんたちがうらやましいよ。ボクは力なんかないし、大きな荷物を乗せることだって出来ないし・・・。ロバ子ちゃんのようにお料理も作れないし、他のことだって何にも出来ないし、こんなボクだから人気なんて全然ないし・・・。」
ドンキーくんが落ち込んでいたちょうどその時、ドンキーくんのところへ訪ねて来た人がおりました。

５．弟子　「やあドンキーくん、はじめまして。」

ドンキー「おじさん誰？」

　　弟子　「私はね、イエス様の弟子なんだよ。」

ドンキー「え？ イエス様って、あの有名なイエス様！？」

６．弟子「そう、そのイエス様が、ドンキーくんに大切なお願いがあるっておっしゃったんだよ。

　　　　イエス様はこれから、エルサレムの町に入られるんだ。その時に、ドンキーくんに乗ってエルサレムに

　　　　行きたいって、そうおっしゃっているんだよ。」

イエス様のお弟子さんはそう話すと、ドンキーくんをイエス様のもとへと連れていきました。

７．イエス様「やあ、ドンキーくん。よく来てくれたね。私を乗せて、エルサレムへ行ってくれるかい？」

　　ドンキー「もちろんです、イエス様！ ボクのようなチビでノロマなロバでよかったら、ぜひお役に立てて

ください！！

８．イエス様「ようし、そうと決まったら、エルサレムに向けてレッツゴー！！」

こうしてドンキーくんは、イエス様を乗せてエルサレムの町へと向かいました。頑張れドンキーくん、小さな背中にイエス様を乗せて、しっかり歩いていくんだよ！

９．ドンキーくんの背中に乗って、イエス様はエルサレムの町に入りました。エルサレムの人たちは、棕櫚(パーム)の葉を手に手にとってそれを振りながら、「ホサナ～、ホサナ～！」と言って、大歓迎しました。「ホサナ」とは、
　「今救ってください」っていう意味なんだけど、大歓迎する時に叫ぶ言葉だったんだよ。

何の役にも立たないって落ち込んでいたドンキーくんでしたけど、イエス様のお役に立ったんだね。よかったね、本当によかった！　ロバ雄くんやロバ子ちゃんのようなことはできないかも知れないけど、イエス様のお役に立ったんだもの、それが最高だよね！

10．きょうのドンキーくんのお話しは、大部分は先生が作ったお話です。

　でも、子ロバがイエス様をお乗せしてエルサレムに入ったっていうことは、本当に聖書に書いてあるんだよ。

　イエス様は、小さな子供でも、誰でも、必要とされているんだね。イエス様の目には、必要のない人なんて、

　だ～れもいないんだよ。

　さあ、聖書のことばを読んでみよう。

　「主がお入り用なのです」　マルコ１１：３
イエス様は、私たち一人一人のことを愛して、必要としておられるんですね。うれしいね。　　　おしまい。

